



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 10) P. H. Kuhn, Rebellion and its Enemies in Late Imperial China: Militarization and Social Structure 

























 23) 同治『澧州志』巻 19、祥異志、兵難。また黎庶昌『曾国藩年譜』巻 3（岳麓書社、1986年、44
頁）に「（曾天養軍）由太平口南入洞庭、与西湖股匪合併、陷澧州、安郷等城」とある。
24











































 42) 民国『湖北通志』巻 71、武備志 9、兵事 5、粤匪。




 44) 張徳堅『賊情彙纂』巻 2、劇賊姓名下、陳玉成に「五月杪由武昌縣入梁子湖、繞至省城東面。六
月初二日帯五百賊衆、縋城而上、以致官兵潰散、遂陥鄂省」（『太平天国』3、66頁）とある。
 45) 青麐奏、咸豊四年六月十九日『鎮圧』14、598頁。




 49) 『清史稿』巻 397、列伝 184、崇綸、中華書局版、11,800頁。

























に当たらせていた。なお P. H. Kuhn, Rebellion and its Enemies in Late Imperial China, pp. 117を
参照。
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 80) 張徳堅『賊情彙纂』巻 2、劇賊姓名下、石鳳魁（『太平天国』3、56頁）。





 86) 同治『崇陽県志』巻 12、雑記、災祥。
 87) 塔斉布等奏、咸豊四年八月十九日『鎮圧』15、451頁。
















































 118) 塔斉布等奏、咸豊四年九月初七日『鎮圧』15、570頁。楊霈等奏、同年九月十六日、同書 605頁。
 119) 曾国藩等奏、咸豊四年九月二十七日『鎮圧』15、653頁。












 126) 曾国藩等奏、咸豊四年十月十四日『鎮圧』16、71頁。ここで曾国藩は太平軍の兵力が 2万余人
であったが、2,600名の羅沢南軍はこれを破って数千人を殺害したと報じている。秦日綱が楊秀
清に宛てた報告では「兵士受傷者数百余名、水浸斃者約数百余名」と述べており、曾国藩が湘軍
の功績を印象づけるために誇大報告をしたのは明らかである。ただし秦日綱はこの日指揮黄鳳
岐、承宣吉志元らが戦死したことを報じており、太平軍に甚大な損害があったことは間違いない
（燕王秦日綱上東王楊秀清報告半壁山敗退情況及殿左肆拾柒指揮黄鳳岐等犠牲稟奏、太平天国甲
寅四年十月二十日『太平天国文書彙編』、224頁）。
 126) 曾国藩等奏、咸豊四年十月十四日『鎮圧』16、71頁。
 127) 燕王秦日綱上東王楊秀清報告半壁山敗退国宗石鎮崙等犠牲稟奏、太平天国甲寅四年十月二十日
『太平天国文書彙編』、225頁）。
 128) 燕王秦日綱上東王楊秀清報告半壁山敗退情況及殿左肆拾柒指揮黄鳳岐等犠牲稟奏、太平天国甲寅
四年十月二十日『太平天国文書彙編』、224頁
 129) 燕王秦日綱上東王楊秀清報告半壁山敗退国宗石鎮崙等犠牲稟奏、太平天国甲寅四年十月二十日
29
『太平天国文書彙編』、225頁）。
 130) 国宗提督軍務韋俊上東王楊秀清報告田家鎮戦況稟奏、太平天国甲寅四年十月二十日頃『太平天国
文書彙編』、226頁）。
 131) 曾国藩等奏、咸豊四年十月十四日『鎮圧』16、71頁。
 132) 曾国藩等奏、咸豊四年十月二十日『鎮圧』16、111頁。
 133) 曾国藩等奏、咸豊四年十月十四日『鎮圧』16、71頁。
 134) 曾国藩等奏、咸豊四年十月二十日『鎮圧』16、111頁。
 135) 駱秉章奏、咸豊四年十一月初二日『鎮圧』16、183頁。駱秉章によると、この時期広東、広西か
ら湖南へ進入した反乱軍は「皆以応接江南大股逆賊為名、紅巾、黄巾、效賊装束、同時並起」と
あるように太平天国との連携を名乗るケースが多かった。とくに朱洪英の昇平天国軍は「太平後
営龍鳳旗」「太平天国将軍劉大黄旗」など太平天国の名を冠した黄旗を多用していた。朱洪英反
乱軍の頭目の一人である胡有禄は丞相羅大綱と面識があり、「今年二月羅大綱有信、属其前往会
合」とあるように羅大綱の働きかけを実際に受けたという（同奏、咸豊五年九月十二日『駱文忠
公奏稿』巻 3）。なお菊池秀明『清代中国南部の社会変容と太平天国』汲古書院、2009年、332
頁参照。また楊秀清の戦略については本書第 7章を参照のこと。

